
平成30年7月豪雨における 
中国地方の被害概要。 
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平成30年7月3日0時～8日12時までの期間降水量：気象庁より 

出典：気象庁 

 

岡山県、広島県を中心に多くの観測地点で２４時間、４８時間、７２時間降水量が 

『観測史上１位』を更新。この大雨で、鳥取県、岡山県、広島県に数十年に 

一度の大雨が予想される場合に発表される『大雨特別警報』が発表された。 

【6月28～7月8日9時の期間中の最大48時間雨量】 
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【広島県安芸郡坂町小屋浦】 

出典：平成３０年７月豪雨による被害状況等について（平成30年10月9日時点）（内閣府） 

 
  

【広島県福山市山手町】 
 芦田川の内水による浸水状況 
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【岡山県倉敷市真備町】 
 小田川堤防決壊による浸水状況 

  

【広島県東広島市黒瀬町】 

 

死者
行方

不明者
負傷者 全壊 半壊

一部
損壊

床上
浸水

床下
浸水

人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 人

鳥取県 0 0 0 0 0 3 7 54 1, 324( 7月7日）

島根県 0 0 0 55 127 2 0 61 923( 7月7日）

岡山県 61 3 161 4, 822 3, 081 1, 108 2, 921 6, 035 4, 787( 7月8日）

広島県 109 5 138 1, 085 3, 258 1, 996 3, 234 5, 603 11, 707( 7月7日）

山口県 3 0 13 21 448 95 135 653 417( 7月7日）

人的被害 住宅被害
最大

避難者数県名
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記 憶 
～平成３０年７月豪雨と復旧への記憶～ 

凡 例 
 
 
 
 
 
 

観測史上１位を更新した河川 
氾濫危険水位・避難判断水位を 
           超過した河川 
特別防災操作実施ダム 
洪水貯留操作実施ダム 
最高水位を記録した箇所 
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【岡山県倉敷市真備町】 小田川堤防決壊 

【広島県三原市】 沼田川堤防決壊 

中国地方の各地で堤防が決壊するなどし、多くの家屋や道路等が浸水する被害が発生。 

【中国地方の堤防決壊箇所】 

（国土交通省発表 平成30年9月5日 15:00時点） 
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都道府県 水系名（箇所数） 

島根県 八戸川（１） 

岡山県 旭川（２） 高梁川（15） 

広島県 

芦田川（３） 本郷川（１） 

沼田川（８） 賀茂川（１） 

野呂川（３） 黒瀬川（１） 

山口県 島田川（１） 
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中国地方の各地で堤防が決壊するなどして、多くの家屋等が
浸水する被害が発生。 
岡山県倉敷市真備町では高梁川水系小田川をはじめ小田川

に流入する河川も含め８箇所の堤防が決壊。浸水

面積は約1,200ha、浸水深さは最大で約５ｍに

達したものと推定されるなど大規模な浸水被害が発生。 

岡山県倉敷市真備町 浸水状況 
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【平成２６年８月広島豪雨災害との比較（広島県）】 
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雨量・土砂量が多い 
土砂量はＨ２６の約１６倍 

平成26年8月広島土砂災害 平成30年7月豪雨 

死者・行方不明者  
７７名（１市） 

土砂災害による死者  
８７名（８市町） 

広範囲に発生した土砂災害で、平成最悪の死者数を記録。中国地方では、 

約1,500箇所で土砂災害が発生。各地で交通網も寸断し、物流、経済活動にも

大きな影響が生じた。  
今回の土砂災害では、大量の土砂が勾配の緩やかな市街地まで運ばれ、河道やその周
辺に厚く堆積する『土砂・洪水氾濫』と呼ぶ現象が発生し、被害が拡大した。 

【平成における土砂災害被害（死者数上位３事例）】 

気象事例名 死者数 主な被災地

平成30年7月豪雨 118名 広島県、岡山県

平成23年台風第12号 78名 和歌山県、奈良県、三重県

平成26年前線による大雨
（8月豪雨）

77名 京都府、兵庫県、広島県

【岡山県高梁市近似】 土石流等 【広島県安芸郡坂町水尻】 がけ崩れ 
ちかのり 

（国土交通省調べ 10月9日時点） 

【広島県呉市安浦町】 がけ崩れ 
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東西の大動脈である山陽自動車道、国道２号も土砂災害や護岸崩壊等により各所で寸
断された。

復旧により通行可 

発災箇所凡例 

・高速道路は9月21日までに通行止めを解除 
・直轄国道は7月21日までに通行止めを解除 
・補助国道・地方道は10月15日までに約８割で通行止めを解除 
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通行止め箇所 
（直轄国道） 

通行止め箇所 
（補助国道・地方道等） 

鳥取県 ６箇所 ２２箇所 

島根県 ０箇所 ３７箇所 
岡山県 ４箇所 １９７箇所 

広島県 ３６箇所 ４０５箇所 

山口県 ８箇所 １０４箇所 

合計 ５４箇所 ７６５箇所 

河川護岸崩壊により通行止め 
【広島県広島市安芸区】（一般国道2号） 

道路区域外からの土砂･流木が流入 
【広島県東広島市】（山陽自動車道（高屋IC、JCT付近））      
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広島県安芸郡坂町水尻で発生した土砂災害により、 

広島呉道路、ＪＲ呉線、国道３１号が被災し、 
広島と呉を結ぶ交通インフラが寸断。 

また、中国５県の県道なども被災し各地で通行止めが相次

ぎ、救助や支援を待つ多くの被災地が孤立。 

【広島県安芸郡坂町】 
土砂により寸断された国道31号 
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